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本研究の狙い、背景、方法
•本研究の狙い

マスコミなどでも注目された携帯電話の空間移動データを活用し、宮
城県内の５地点（仙台駅、仙台空港、松島海岸、宮城蔵王、鳴子温
泉）における人の動きを、2019年と2020年で把握し、新型コロナウイ
ルスが人の移動に与えた影響を検討する。今回は、その中から仙台駅
のみの結果を取り上げ、地域の皆様と共有を図りたい

•研究の背景

2020年度「トランスコスモス財団 学術・科学技術等の分野への助
成」を受けた研究。研究グループ：村山貴俊（東北学院大学経営学部
教授、研究代表）、松岡孝介（同教授）、秋池篤（同准教授）。助成
金で空間移動データを購入し、新型コロナウイルス感染拡大による地
域への影響を解明しようと試みた
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• 研究の方法

①５地点（仙台駅、仙台空港、松島海岸、宮城蔵王、鳴子温泉）

②８日分 2019年３月３日、４月28日、８月25日、10月27日

2020年３月１日、４月26日、８月23日、10月25日

通勤の影響をできるだけ省くため、何れも日曜日に調査日を設定。また、お盆の
時期や連休は避けた。新型コロナウイルスをめぐる政策動向を意識して調査日を
設定

③各日４時点 8:00～9:00、12:00～13:00、16:00～17:00、20:00～21:00

①×②×③＝160時・地点

（株）ドコモ・インサイトマーケティング「モバイル空間統計®」のデータを前
述の助成金を活用して購入

• 今回の提供データと分析の範囲

160時・地点のうち、仙台駅の各日の12:00～13:00のみを集計し分析。残りのデー
タは、今後、トランスコスモス財団への報告書および学術論文の中で分析予定
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新型コロナウイルス＝COVID-19に関する政府などの動き（本
研究が対象とする期間のみ）

• 2020年３月11日 WHOが新型コロナウイルスのパンデミックを宣伝

• ４月７日 緊急事態宣言発出（実施区域：埼玉県、千葉県、東京都、神
奈川県、大阪府、兵庫県及び福岡県）

• ４月16日 全都道府県を対象として緊急事態宣言発出

• ５月４日 緊急事態宣言期間延長発出

• ５月14日、21日 区域変更発出

• ５月25日 緊急事態解除宣言発出

• ７月22日 Go to トラベル ７月22日以降の旅行に適用（東京都を目的と
する旅行および東京都に在住する方の旅行を除外）

• 10月１日 Go to トラベル 東京都を目的とする旅行および東京都に在住
する方の旅行も対象。10月１日以降に開始する旅行に適用

出所）WHO, Coronavirus disease 2019 (COVID-19) Situation Report – 51（11 March 2020）, 内閣官房「新型コロナウイ

ルス感染症緊急事態宣言の概要」（https://corona.go.jp/news/news_20200421_70.html)、観光庁「Go To トラベル事業関連情

報」（https://www.mlit.go.jp/kankocho/page01_000637.html）を参照。、 4

https://corona.go.jp/news/news_20200421_70.html


新型コロナウイルスによる国際観光産業への影響（予測値）

• World Travel＆ Tourism Councilの予測値によれば、

2019年 旅行・観光業が生み出す職 3億3000万

2020年 １億の職が失われる

2019年 世界の旅行観光業のGDP額 8.9兆USドル

2020年 同 のGDP額 2.7兆USドルが失われる

コロナウイルスによる世界の旅行観光業への負の影響

リーマンショックの“５倍”と推定される

出所）World Travel & Tourism Council, Travel & Tourism Economic Impact from COVID-19, 2020.
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仙台駅の状況：2019年と2020年の比較など

４月16日全都道府県対象
の国緊急事態宣伝発出

７月22日以降の旅行に
Go to トラベルの適用

10月1日以降 東京都を含む
Go to トラベルの適用

前年から28.22％減
（－8107人）

前年から78.44％減
（－24751人）

前年から20.04％減
（－8875人）

前年から11％減
（－3320人）

前年比（12:00～13:00）
2020年前期比（12:00～13:00）

同年前期から
67.01％減
（－13819人）

同年前期から
218.76％増
（14880人）

同年前期か
ら23.84％増
（5169人）

政策動向 6



仙台駅
移動者の
居住地
データに
見る動向

人数の減少と共に、県外者の
比率が現象

東北地方の他県の比
率が拡大

他県からの移動者の比率
の拡大、東京都および東
京以外の関東地方からの
移動も拡大

４月16日全都道府県対象の
国緊急事態宣伝発出

７月22日以降の旅行に
Go to トラベルの適用

10月1日以降
東京都を含むGo to トラ
ベルの適用 7



参考資料：宮城県新規感染者数月別累計数と
仙台駅移動データ（６頁より転載）

8出所）宮城県新規感染者は宮城県公式ウェブサイト「新型コロナウイルス感染症対策サイト」(https://www.pref.miyagi.jp/site/covid-19/)より集計

注意：相関関係や
因果関係について
は、一切不明。単
なる記述統計であ
ることを、ご理解
頂きたい

https://www.pref.miyagi.jp/site/covid-19/


仙台駅の動向分析
• 仙台駅の空間移動データによれば、2019年に比べて、2020年は何れの日も人数が少な
い

• 中でも、緊急事態宣言の発出によって人数が大きく減少したことが分かる。2020年４
月26日に前年同期から約78%減であった。当時、政府から要請されていた８割減が、
日曜日の仙台駅ではほぼ達成されていたことが窺える。「他県からの流入」も大きく
減少。全国を対象とした緊急事態宣言発出の効果は高かった。５月の宮城県内の感染
者数はゼロ

• その後、2020年８月23日には移動者の人数が増加。2020年４月26日から約219%の増加。
居住地別で見ると、全ての地域分類で移動者の人数が増加。その中で、2020年４月26
日から８月23日に「宮城を除く東北各県」の比率が２%→９%に増加。詳細は不明であ
るが、調査対象が日曜日ということから、東北各県（比較的近いところ）から仙台に
観光に訪れていた可能性がある。ただし、Go toトラベルの効果か、感染者減少によ
る人々の安心感か、その駆動力は不明

• 2020年10月25日になると人数が更に増加。前年2019年10月の89％にまで回復。2020年
８月23日から約24%増加。地域分類の比率に目を向けると、「宮城県内」の比率
（2020年４月96%→８月87%→10月79%）が減少、逆に「東京」（2020年４月１%→８
月１%→10月３%）、「東京を除く関東」（2020年４月１%→８月２%→10月４%）、
「宮城を除く東北各県」（2020年４月２%→８月９%→10月12%）の比率が上昇。他県
から訪問者の比率が増加。ただし、東京を含むGo toトラベルの効果か、移動者の心
理変容によるのか、その駆動力は不明
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分析の限界

• 携帯電話会社のデータであり、仙台駅にいた全ての人を捕捉しているわけで
はない

• 個人情報保護の観点から、データには必要最低限の個人特性しか含まれてい
ない。よって、個々人の属性が細かく分からない

• 予算制約により十分な量の地点・時点のデータを購入できないため、宮城県
や仙台市のかなり限られた地点をスナップショットで捉えたに過ぎない。限
られたデータ量を基に、人々の移動動向を理解することは難しい。あくまで
参考資料に過ぎない

• 全160時・地点の分析結果は、いずれ報告書や学術論文として公刊予定
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• 末筆とはなりますが、データ購入をご支援頂いた（公財）トランスコスモ
ス財団に心より感謝申し上げます
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